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１
2015年4月の

介護保険制度改正のポイント

• 地域特性に応じた「地域包括ケアシステム」

–介護が必要になっても地域で自分らしく暮らし続
けられるために

– 2025年を目標にケアシステムの構築へ

• 介護予防は地域づくりの副産物

–介護予防×社会参加×生活支援←地域づくり





２
新しい地域支援事業
ー従来型の介護予防から

地域づくりによる生活課題の支援へー

• 新しい地域支援事業の両輪とは

• 「介護の社会化」から「地域社会の福祉化」へ

• 求められる地域福祉の視点

• トップダウンではなく住民主体で推進



地域づくりのためのツール





３
新しい総合事業

ー地域に応じた柔軟な基準づくりー

• 新しい総合事業とは

• 地域の側から提案する

• サービスの類型はあくまで例示

• 全国一律でなく地域の実情に合わせる



総合事業と給付の概要

事業対象者 要支援者 要介護者

一般介護予防事業

介護予防・生活支援サービス
事業

●通所型・訪問型サービス
●その他の生活支援サービス

予防給付
●訪問看護
●福祉用具など

介護給付

総合事業

給付

要介護認定

チェックリスト
で判断

要支援1,2 要介護1-5

一般高齢者

市町村の
窓口に相談

ガイドライン「表19総合事業でのサービス可能性」によりサービス対象とできる場合(p.132)

対象者

介護予防ケアマネジメント

介護予防サー
ビス計画

従来の要支援者

利用開始
の手続き













４

生活支援コーディネーター〈地域
支え合い推進員〉

と
地域が元気になる協議体









５
地域づくりにおける

資源開発・立ち上げ支援

• 福祉の地域づくりの木

• まず、みんなで地域にあるもの「宝物」を探し、
地域のよいところを生かしていく

• 地域に根付いた生活支援、介護サービス
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